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Ⅹ	 心の発達支援	 

	 

29	 ピア・サポートの応用	 

懸川武史	 

	 

１	 到達目標	 

	 

(1)	 ピア・サポートプログラムの外在化と内在化により教育活動で活用する。	 

(2)	 学校独自のピア・コミュニティを醸成する。	 

(3)	 ピア・サポートマネジメント能力を習得する。	 

	 

【キーワード】	 

	 ピア・サポート，ピア・サポーター，トレーニング，自己理解，他者理解，自尊感情，

自己有用感，対立解消，認知・行動・感情，相互コミュニケーション，サポート活動	 

	 

２	 ピア・サポートを学校で生かすこととは	 

	 

	 ピア・サポートは教育モデルである。日常の教育活動をフィールドとし，ピア・サポー

ト活動とピア・サポートがもつ機能を生かすことで，学校が抱える教育課題の解決をめざ

す。	 

	 

(1)	 課題解決型の学校経営へ生かす	 

	 ①	 ピア・サポートプログラムの外在化	 

	 学校へのニーズは，課題解決型のマネジメントによる経営である。現在，課題解決のマ

ネジメントとして，教育活動に「学校評価」「新しい人事評価制度」，大学ではＦＤが外

在化され，具体的に取り組まれている。	 

	 ピア・サポートプログラムは，トレーニング（Training），個人プランニング（Personal	 

Plaing），サポート活動（Support），評価（Supervision）を１サイクルとした，スパイ

ラルな教育課題の解決をマネジメントにより外在化できる。	 

	 ②	 教育活動への導入	 

	 教育活動へピア・サポートプログラムを導入するには，学習領域の計画段階としての教

育課程（計画的カリキュラム）への位置づけ，機能面での（潜在的カリキュラム）活用に

ついて校内で共通理解する必要がある。	 

	 ピア・サポートプログラムは，計画的カリキュラム＋潜在的カリキュラムを融合させて

外在化させることで，教育活動へのニーズに対する，説明責任を果たすことになる。	 

	 ③	 学校組織への提案	 

	 ⅰ	 ピア・サポートモデルの検討	 
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	 小林(2003)は，問題解決過程としてのピア・サポート活動の特徴と，総合的な学習の時

間のねらい及び内容との共通性をみいだし，トレーニング・プログラムを作成した。	 

	 このことは，思いやりのピア・コミュニティの醸成を目標とした，学校教育における問

題解決のモデルとして検討を可能とした。	 

	 ピア・サポートモデルが問題解決能力の育成の一手段に成り得ることを明らかにできた

と考える。	 

	 ⅱ	 学校独自のピア・コミュニティ醸成	 

	 ピア・サポートモデルの検討を質的研究からのアプローチにより行った。	 

	 ピア・サポートは，コール(2001)の指摘のとおり，学校ピア・コミュニティの構築にあ

る。学校ピア・コミュニティへのかかわりは，フィールドワークのアプローチによるべき

である。	 

	 フィールドに身を置き，参与観察者の心で聴き，フィールドの住人とかかわりをとおし

て学び，その学校のピア・コミュニティの醸成に関与することが基盤と考える。	 

	 横澤(2003)は，「これまでの学級や学年のピア・コミュニティの変容に視点を当てた研

究では，質問紙法等による量的な研究が多く，トレーニング過程での教師と生徒の関係性

に視点を当てる質的な研究は少なかった。	 

	 しかし，今後，量的研究によるトレーニング前後の子どもの変容に加えて，従来の方法

ではとらえにくかった認知の変容過程を扱える質的研究の必要性が重視されてくるものと

考える。目の前に起きている現象から，分析のための新しいカテゴリーを発見し，そこか

ら新たな視点に立った仮説を生成していく必要がある。」と小林(2003)の実践をフィール

ドにした質的研究において述べている。	 

	 横澤(2003)は，研究の視点を家族療法におけるリン・ホフマン(Lynn	 Hoffman；1986)が

示す二室制モデルの方式から行った。ここでの二室は，参与観察者としての情報収集と，

フィールドを離れた机上での仮説生成である。研究はプロトコル分析により促進を図った。	 

	 横澤(2003)はさらに，「仲間を支援するためのピア・サポート・プログラムの実施場面

から何が見えてくるかを，トレーニング中の発話やインタビューの発話を中心としたプロ

トコル分析を手がかりとしながら探ったものである。ピア・サポートのトレーニング場面

に参与観察者として入り，活動の様子をテープ・レコーダーとビデオに収録した。収録さ

れたデータから新たなカテゴリーを見つけ，分析することで，次のような教師と生徒の相

互関係に関する仮説が生成された。」と次のようにまとめている。	 

	 ・	 サポート活動への意欲の高まり	 

	 ・	 	 生徒の自己概念の変容	 

・	 教師と生徒の責任の共有	 

・	 生徒のトレーニングの進め方のオリジナル性	 

・	 	 教師の介入の工夫	 

	 これらのことから質的研究により，ピア・サポートモデルによる学校ピア・コミュニテ

ィの醸成が明らかになったと考える。	 

	 ⅲ	 学校組織	 

	 校内に導入する場合，ピア・サポートに関する情報を組織内で共有する必要がある。	 

	 教師間だけでなく，教師と児童生徒の間でも情報共有が求められる。情報は，ピア・サ
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ポートの意図，活動による解決内容である。	 

	 情報の共有による相互理解は，共に問題解決に取り組む関係づくりを支える。	 

	 産出されるのは，関係だけではない，サポート活動後に見られる行動変容への評価が子

どもの自己肯定感を育む。しかし，トレーニングの前後に質問紙法で評価すると，事後に

自己理解が深まることで自己肯定感が低下する報告（吉田	 2002）がある。	 

	 サポート活動により行動変容が表出される。この表出に対する自他からの評価により自

己肯定感が得られるのである。	 

	 ピア・サポートにおける，自己肯定感は，次のサポート活動に連鎖する。行動変容の評

価による自己肯定感が，次の個人プランニング，サポート活動へと円環的な活動が機能し

ていく。	 

	 活動の機能は，組織内の課題の明確化と，課題解決に向けた子どもとのふれあいを通し

た実態把握から促進される。実態の検討をもとにトレーニング・プログラムの作成は始ま

る。子どもとのふれあいにおけるコミュニケーションの文脈から，解決すべき問題がトレ

ーニング・プログラムへ明確化されるのである。	 

	 ピア・サポートの導入は，活動が営まれる学校内の思いやりのピア・コミュニティの醸

成に向けた，意図性のある教育活動の転換と考える。	 

	 日本における今後のピア・サポートのパースペクティブは，今日の学校教育が抱える問

題解決の一つの手段として選択され，ピア・コミュニティの醸成，課題解決型の学校組織

の構築につながる学習モデルとして認知されることにより展望が開けるものと考える。	 

	 

	 (2)	 ピア・サポートモデルの内在化	 

	 ◎	 共通モデルからの形成	 

	 教員研修の一つのゴールとして学校を中核とした

ピア・コミュニティの構築が考えられる。	 

	 それには，教員研修モデルと児童生徒の体験過程

による問題解決学習のモデルが共通していることが

必要となる。	 

	 教員研修にピア・サポートモデルを導入すること

で，研修（Training）・計画（Plan）・実施（Support）

・評価（Supervision)を思考体験を通して内在化す

る。	 

	 内在化された思考が学校組織に反映され，児童生徒の人間形成が推進される。校内の実

態に基づいた教育課題の解決を目指した学校独自のカリキュラムデザインとして外在化さ

れ，様々な教育システムを産出できる。学校組織が機能しているこのような状況において，

児童生徒は学校独自のカリキュラムデザインにおける学習過程を体験できる。	 

	 学校が抱える課題を解決する手順や仕組みの作成は，育成する能力により異なる。また，

作成する意図により，トレーニング・プログラムやカリキュラムデザインが独自なものに

なる。この差異が学校を中核としたピア・コミュニティから，様々な問題解決モデルを形

成できると考える。	 

	 

Supervision
Personal

Planning

Support

Training

児童生徒の体験過程（懸川）
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３	 マネジメント能力の育成	 

	 

	 ◎	 マネジメント	 

	 学級・学年，学校が今抱えている課題の解決を支援するため，教員研修が企画・運営さ

れている。受講生が教育実践において自己課題を明確にし，研修に参加すればテーマや内

容が，自己課題に直結していなくても，講義形式の研修も有意義である。	 

	 しかし，教員研修の形態や方法の変化は，講義形式から体験型（実習・演習・ワークシ

ョップ）へ移行している。研修を企画・運営する者の意図が，「～を」から「～を通して」

へと転換されてきた表れであり，知識の獲得から能力の育成に重点が置かれている。	 

	 育成においては，教員のライフステージを段階毎に構成し，求められる資質能力とクロ

スさせて表に整理し，教員のアイデンティティを確立するための研修が推進されている。	 

教科指導，学級・学年経営，生徒指導，カリキュラムデザイン，事例研究等を研修し，各

ライフステージにおける資質能力を積み上げ，最終ステージでは，マネジメント能力を身

に付けた教員像が示されている。	 

	 従来の研修では，課題解決の手段（Skill)の伝達が中心になっていたが，研修の「意図」

の理解が課題の明確化を促進する。研修を企画・運営する側からトップダウンされた教育

課題を研修する場合は，企画・運営者の意図（Will）を把握することである。	 

	 研修内容に限らず，研修（Training）のポイントは，①自校の実態に関する情報を収集

・分析し，起こっている問題を理解する。②解決を実施（Do）するための戦略を立てる。

③実施したことを評価（Check)する手段を設定することにある。	 

	 一方，ピア・サポートマネジメントは，児童生徒の体験過程を問題解決のためにデザイ

ンすることで専門性を向上できる。マネジメントに関する理論や手段から見る演繹的な視

点と，研修後校内の教育活動を帰納的にマネジメントの視点から見る，相互の思考過程を

体験することが，専門性を高める。マネジメントによる，ピア・サポート活動の展開によ

り教員のマネジメント能力が向上し，ピア・コミュニティが構築された段階では，校内の

ピア・サポート活動から独自の課題モデルをボトムアップでき，専門性のある質の高い解

決が可能となる。	 

	 

４	 児童生徒の自主・自立を育てるピア・サポート	 

	 

	 サポーターのトレーニング過程では，様々な体験をとおしてスキルの獲得及び知識の蓄

積が行われる。	 

	 校内のニーズに応え，サポーターに必要なスキル，知識を査定し，トレーニングを行い，

学校ピア・コミュニティを変えて行く外在化されたピア・サポートプログラムが，課題解

決モデルになっている。	 

	 児童生徒の体験過程（トレーニング，サポート活動，スーパービジョン）に関わった人

々は，子どもとの相互コミュニケーションの体験により，自己理解に基づく相互理解を経

て，共に成長することができる。	 
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トレーニング

校内での仲間支援

サポーターへのスーパービジョン

体験学習

問題解決的な学習

評価

発展

個人プランニング

相

互

成

長

図２ 体験過程 (2001)

	 また，サポーターは，スーパービジョンにおい

て，サポート活動へ肯定的な評価を得ることで，

自主性を身に付け，ボランティア活動へと発展し

ている。	 

	 ピア・サポートの導入に際しては，「先に方法

ありき」でなく，「先に子どもありき」の立場か

らの検討が重要である。私たちの目の前にいる子

どもたちの望ましい成長に，何が必要かを熟慮す

べきである。図２(2001)のように，体験学習，問

題解決的な学習，評価のサイクルにより，円環的

な思考が子どもたちに身に付く過程と考える。	 

	 

５	 ピア・サポートの実際（事例）	 

	 

	 ◎	 校内での実践	 

	 ここでは，小林（2003）の実践研究を報告する。小林

は，研究の主題にあるように，教育課程への位置づけと

ニーズ分析によるピア・サポートマネジメントを以下の

ように提案している。	 

	 教育課程において，生徒に育成する能力を「対人関係

能力の向上」とし，意図に基づいた教育実践を重ね，中

学校におけるピア・サポート・プログラムを導入するモ

デルを構築している。	 

	 

	 小林は右図のように

実践研究の内容を３つ

のステージから，独自

のピア・サポートマネ

ジメントを構築してい

る。	 

	 教育課程への位置づ

けに際して，「総合的な

学習の時間」と「ピア

・サポート」の学習過

程の比較を右図のよう

に行っている。さらに，

「総合的な学習の時間

の基本的な学習過程と

ピア・サポート・プロ

グラムの学習過程の関
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係を示したものである。両者は円環的・問題解決的な学習過程を踏んでおり，共通する部

分が多いことが分かる。大きな違いは，ピア・サポート・プログラムには，生徒の意思決

定の力を高めるための「トレーニング」が設定されていることである。」と考察している。	 

	 

６	 留意点	 

	 

	 （１）	 ピア・サポートモデルの外在化と内在化	 

	 	 ①	 児童生徒の体験過程としてのピア・サポートモデルを内在化できる教育モデルと	 

	 	 してとらえる。	 

	 	 ②	 ピア・サポートプログラムは，円環的な活動である。	 

	 	 ③	 ピア・サポートプログラムは，ニーズ分析によるトレーニング・プログラム，児	 

	 	 	 	 童生徒の個人プランニング，サポート活動，スーパービジョンのデザインによる。	 

	 	 ④	 学習領域の計画段階としての教育課程（計画的カリキュラム）への位置づけ，	 

	 	 	 	 機能面での（潜在的カリキュラム）活用について校内で共通理解する必要がある。	 

	 	 ⑤	 ピア・サポートプログラムは，計画的カリキュラム＋潜在的カリキュラムを融合	 

	 	 	 	 させて外在化させる。	 

	 

	 （２）	 ピア・サポート・マネジメント	 

	 	 ①	 マネジメントは，意図：WILL，方法：SKILL，目標：GOAL の手順を踏む。	 

	 	 ②	 ピア・サポートプログラムのデザインは，各コミュニティ独自にボトムアップし	 

	 	 	 	 て作成する。	 

	 	 ③	 ボトムアップにおける思考は，課題にピア・サポート活動をリンクさせる。	 

	 	 ④	 コミュニティ独自のピア・サポート活動の構築に際しては，０ベース思考による。	 

	 

７	 これからの課題	 

	 

	 	 ピア・サポートの日本における先駆者は，福祉分野や教育分野での性教育の手法として

導入している。福祉カウンセリングにおけるピア・カウンセリングは「同じ障害をもつ人

がカウンセラーとしての資質を獲得しカウンセリングに当たる。(福祉カウンセリング	 

1990)」と記されている。また，性教育(性の自己決定能力を育てるピアカウンセリング

1999)では，思春期のリブロ・ヘルスにおけるカウンセリングにおいて，「仲間教育」「ピ

アカウンセリング」が推進されている。その後，学校教育に導入され，現在小中学校から，

高等学校，大学において活動(西山	 2002)が行われている。	 

	 滝（2002)は，「日本のピア・サポート・プログラム」として，子どもによる相談活動を

否定し，中心を「お世話をする活動（他の人の役に立つ体験）」においている。中野(2008)

は，「ピア・サポートプログラム」の定義は「学校教育活動の一環として，教師の指導・

援助の下に，子どもたちがお互いに思いやり，助け合い，支え合う人間関係を育むために

行う学習活動であり，そのことがやがては思いやりのある学校風土の醸成につながること

を目的とする。」と述べている。	 

	 学校教育相談は，カウンセリングに関する既存の理論や技法を導入し，応用することで
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対応してきた。	 

	 今，学校教育相談における対応の多様性，有効性が問われている。要請に応えるには，

教育実践をとおした，新たな対応モデル構成，検討によるモデル形成が必要と考える。	 
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